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潮
来
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
潮
来
市
議
会
に
対
し
、
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
尖
閣
諸
島
や
竹
島
を
め
ぐ
る
緊
張
の
激
化
、
深
刻
な

い
じ
め
の
多
発
、
原
子
力
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
々
、
我
が
国
に
と
っ
て
は
内
憂
外
患
の
感
強
い
一

年
で
し
た
。
年
末
に
は
新
政
権
が
誕
生
し
、
国
内
外
と
も
に
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

一
日
も
早
い
震
災
か
ら
の
復
興
と
景
気
回
復
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
政
権
運
営
に

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
２
月
の
改
選
か
ら
新
体
制
と
な
り
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
日
の
出
地
区
の
液
状
化
対
策
は
、
国
県
か
ら
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
着
実
に
進
ん
で

お
り
、
企
業
誘
致
も
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
誘
致
が
決
定
、
さ
ら
に
は
潮
来
小
学
校
新
校

舎
も
３
月
に
は
竣
工
し
ま
す
。
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
を
最
優
先
課
題
と
し
な
が
ら
も
、

教
育
福
祉
の
充
実
、
観
光
商
工
の
振
興
、
住
環
境
の
整
備
な
ど
、
議
員
１
８
人
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
立
場
に
立
ち
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

巳
年
は
、
実
を
結
ぶ
年
、
転
機
の
年
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
困
難
や

試
練
を
成
長
の
種
に
変
え
、
力
強
い
花
を
咲
か
せ
、
豊
か
な
実
を
結
ば
せ
る
よ
う
な
転
機

の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
今
後
も
希
望
を
持
っ
て
歩
み
、
誰
も
が
安
心
安
全
で
、
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
議
員
一
同
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
方
の
益
々
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

潮
来
市
議
会
議
長　

内　

田　

正　

一

本年もよろしくお願いいたします本年もよろしくお願いいたします
潮来市議会議員一同

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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潮 来 市 議 会 の 構 成潮 来 市 議 会 の 構 成
◎議長　　内　田　正　一　　◎副議長　根　本　又　男

◎一部事務組合等への選出議員

常  任  委  員  会 定数
所管 委 員 長 副委員長 委　　　　　員

総 務 委 員 会

６ 小沼　英明 柚木　　巖
後藤　博子 根本　又男

田崎　　清 内田　正一

所管
内容

総務課・人事財政課・秘書政策課・税務課・会計課・企業誘致推進室・監査

委員等の所管に関する事項及び他の委員会に属しない事項の調査等

環境経済建設委員会

６ 杉本　俊一 橋本きくい
村山　正光 今泉　利拓

原　　浩道 粟飯原治雄

所管
内容

農政課・観光商工課・環境課・道路建設課・都市計画課・上下水道課・農業

委員会の所管に関する事項の調査等

教 育 福 祉 委 員 会

６ 大平　幸一 笠間　丈夫
沼里真一郎 薄井　征記

　川　　俊 藤崎　忠徳

所管
内容

学校教育課・中央公民館・市民福祉課・市民課・保険年金課・かすみ保健福

祉センター等の所管に関する事項の調査等

議 会 運 営 委 員 会

６ 柚木　　巖 小沼　英明
笠間　丈夫 杉本　俊一

大平　幸一 粟飯原治雄

所管
内容

議会運営全般に関する事項及び議長の諮問に関することの調査等

広 報 編 集 委 員 会

６ 田崎　　清 村山　正光
後藤　博子 　川　　俊

沼里真一郎 橋本きくい

所管
内容

議会広報紙「議会だより」の編集・発行

機 　　関　　 名 定数 議　　　　　員　　　　　名

鹿行広域事務組合議会
３ ・田　崎　　　清　　・柚　木　　巖　　　・杉　本　俊　一

内容 鹿行５市の広域事務（消防・介護保険の認定等）に関すること

霞ヶ浦水郷流域下水道

整 備 推 進 協 議 会

５
・村　山　正　光　　・原　　　浩　道　　・橋　本　きくい

・杉　本　俊　一　　・粟飯原　治　雄

内容 霞ケ浦流域の公共下水道に関すること

茨城県後期高齢者医療

広 域 連 合 議 会 議 員

１ ・内　田　正　一

内容 後期高齢者医療に関すること
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12月
定定例会例会

　

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
５
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
震
災
復
興
関
連
の
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事
案
件
等
の
議
案
が
提

案
さ
れ
、
17
の
案
件
を
慎
重
に
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
８
人
の
議
員
が
市
政
一
般
に
つ
い
て
通
告
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

12月５日　 

　～12月21日

条例の改廃・補正予算等を
可　決

主な条例改正等
○土地開発基金条例の廃止
　観光農園計画の用地取得のために設置された基金
で、同用地にメガソーラーの企業誘致が決定した
ため基金を廃止する

○潮来市特別職で常勤のものの給与等に関する条例
の一部改正

○潮来市教育長の給与等に関する条例の一部改正
　市長、教育長の申し出により、平成25年１月分の
給与を10％減額する

主な補正予算（専決処分含む）
東日本大震災地域集会所改修事業補助金  1,200万円

衆議院議員総選挙費　　　　　　　　　　1,300万円

新戸籍システム電算委託費　　　　　　　1,314万円

道の駅いたこ改修工事　　　　　　　　　　399万円

水郷北斎公園桟橋改修工事　　　　　　　　236万円

浅間下あやめ園借地整理関連測量委託　　　325万円

浅間下あやめ園借地整理関連工事　　　　1,443万円

災害がれき処理委託　　　　　　　　　　2,564万円

中学校耐震調査委託　　　　　　　　　　　  96万円

農業用施設災害復旧補助金　　　　　　　　237万円
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反　　対（５名） 賛　　成（12名）

原　浩道・沼里真一郎・笠間丈夫・吉川　俊

今泉利拓

後藤博子・村山正光・田崎　清・柚木　巌

橋本きくい・大平幸一・薄井征記・根本又男

小沼英明・藤崎忠徳・杉本俊一・粟飯原治雄

人 事 案 件 の 同 意人 事 案 件 の 同 意

議案に対する賛否結果議案に対する賛否結果

　反対討論（沼里議員・原議員）　　　　　　　　　　賛成討論（田崎議員・後藤議員）

・浅間下あやめ園借地整理関連工事費等に反対　　　　　 ・浅間下あやめ園工事は借地契約に基づく事業

・観光振興のためにも浅間下あやめ園は残すべき　　　　 ・今後は前川あやめ園を中心に振興を図るべき

・市の総合計画等にも観光拠点として位置づけられている     ・入場者も減少し浅間下あやめ園の維持は困難

・ふるさと館は議会提案前に取り壊され議会軽視である　 ・復興関連の補正予算もあり迅速に進めるべき

反　　対（７名） 賛　　成（９名）

原　浩道・沼里真一郎・笠間丈夫・吉川　俊

大平幸一・薄井征記・今泉利拓

村山正光・田崎　清・柚木　巌・橋本きくい

根本又男・小沼英明・藤崎忠徳・杉本俊一

粟飯原治雄

◎潮来市教育委員会委員の任命・・・任期満了に伴う委員１名の任命に同意

　○橋 本　美 江（延方西）

◎潮来市公文書開示審査会委員の任命・・・任期満了に伴う委員５名の任命に同意

　○植崎 明夫（水戸市　弁護士） ○後藤 博子（日の出） ○萩原 正吉（島須）

　○前島  操　（潮来）  　　　○久保木 裕（小泉）

◎潮来市固定資産評価審査委員会委員の任命・・・任期満了に伴う委員１名の任命に同意

　○佐藤  文男（築地）

◎人権擁護委員候補者の推薦・・・任期満了に伴う委員候補者２名の推薦に同意

　○佐 野　憲 一（牛堀）　　○久 保 　隆（大塚野）

◎潮来市公文書開示審査会委員の任命
起立採決の結果、賛成多数で可決しました

◎平成24年度潮来市一般会計補正予算（1億1,460万円を追加補正）
討論の後、賛成多数で可決しました
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10　

月

２
日　

議
長
杯
ク
ロ
ッ
ケ
ー
・
輪
投
げ
大
会 　

議　
　

長

８
日　

香
取
・
鹿
嶋
・
潮
来
議
員
交
流
会　

関
係
議
員 

９
〜
12
日　

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修　
　

 

　
　
　
　
　

松
原
神
社
例
大
祭　
　
　
　
　

副

議

長

10
日　

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
開
会
式　

 　
　

12
日　

県
東
市
議
会
議
長
会
定
例
会　
　
　

議　
　

長

13
日　

う
し
ぼ
り
・
延
方
幼
稚
園
運
動
会　

関
係
議
員

13
日　

商
い
創
造
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

18
日　

市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

議　
　

長

19
日　

霞
ケ
浦
自
転
車
道
建
設
期
成
同
盟
会　

議　
　

長

20
日　

潮
来
市
青
少
年
の
集
い　
　
　
　
　

副

議

長

21
日　

鹿
行
地
区
消
防
操
法
大
会　
　
　
　

議　
　

長

26
日　

県
市
議
会
議
長
会
定
例
会　
　
　
　

議　
　

長

29
日　

下
水
道
無
断
接
続
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

30
日
〜
31
日　

広
報
編
集
委
員
会
視
察
研
修

　

11　

月

４
日　

行
方
地
区
剣
道
祭　
　
　
　
　
　
　

議　
　

長

９
日　

市
民
文
化
祭
開
会
式　
　
　
　
　
　

全

議

員

10
日　

潮
来
第
二
中
学
校
五
十
周
年
式
典　

関
係
議
員

11
日　

鹿
島
育
成
園
収
穫
祭　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

13
日  

高
齢
者
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会   

議　
　

長

13
〜
14
日　

茨
城
県
市
議
会
議
員
研
修
会　

関
係
議
員

14
日　

潮
来
市
菊
花
展
表
彰
式　
　
　
　
　

議　
　

長

15
日　

潮
来
市
区
長
会
研
修
会　
　
　
　
　

副

議

長

16
日　

香
取
・
鹿
嶋
・
潮
来
議
会
交
流
会　

関
係
議
員

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

21
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会　
　

    　

21
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
産
業
経
済
委
員
会 

議　
　

長

22
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

22
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会

22
日　

霞
ケ
浦
流
域
下
水
道
協
議
会
研
修　

関
係
議
員

23
日　

潮
来
市
健
康
フ
ェ
ス
タ　
　
　
　
　

関
係
議
員

25
日　

潮
来
市
防
災
訓
練　
　
　
　
　
　
　

全

議

員    

27
日　

議
会
全
員
協
議
会　
　
　
　

28
日　

議
会
運
営
委
員
会　
　
　
　
　

29
日　

鹿
行
広
域
組
合
議
会　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

　

12　

月

３
日　

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　
　

議　
　

長

４
日　

科
学
フ
ェ
ス
タ
・
文
化
講
演
会　

５
日　

議
会
定
例
会
初
日

５
日　

議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

議　
　

長        

11
日　

議
会
定
例
会
議
案
質
疑

12
日　

総
務
委
員
会  　
　

12
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会

13
日　

教
育
福
祉
委
員
会

19
日　

議
会
定
例
会
・
一
般
質
問　

 

20
日　

議
会
定
例
会
・
一
般
質
問

20
日　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
懇
親
会　

副

議

長

21
日　

議
会
定
例
会
最
終
日

21
日　

年
末
県
下
一
斉
防
犯
街
頭
活
動　
　

議　
　

長

25
日　

潮
来
市
高
齢
者
の
集
い　
　
　
　
　

議　
　

長

25
日　

道
の
駅
い
た
こ
懇
親
会　
　
　
　
　

議　
　

長

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　

広
報
委
員
会
で
は
、「
議
会
だ
よ
り
」
編
集
方
法
等
に
つ
い
て
先
進
市
へ
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

伊
豆
の
国
市
の
議
会
だ
よ
り
は
、
審
議
さ
れ
た
内
容
が
見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
議
員
の
顔
写
真
は
掲
載
せ
ず
、
紙
面
で
の
個
人

的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
さ
け
る
た
め
、
そ
れ
ら
し
き
内
容
の
原
稿
は
編
集
委
員
会
で
修
正
し

て
い
ま
す
。
ま
た
市
民
の
関
心
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
表
紙
に
は
市
内
の
中
学
生
が
描
い
た
、
伊

豆
の
国
市
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
絵
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。

　

裾
野
市
の
議
会
だ
よ
り
は
、
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
明
る
く
見
や
す
い
紙
面
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
声
や
議
会
の
「
あ
れ
こ
れ
」
な
ど
、
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
な
が
ら
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
ま
し
た
。
一
般
質
問
の
ぺ
ー
ジ
は
、
議
員
個
人
の
主
義
主
張
に
偏
ら
な
い
よ
う
、
質
問
部
分

は
各
議
員
が
作
成
し
、
答
弁
部
分
は
編
集
委
員
が
議
事
録
を
も
と
に
作
成
。
質
問
議
員
の
顔
写

真
を
掲
載
し
始
め
た
と
こ
ろ
質
問
者
が
増
え
た
そ
う
で
す
。

　

い
ず
れ
の
議
会
も
編
集
の
大
部
分
は
広
報
委
員
で
行
っ
て
お
り
、「
議
会
だ
よ
り
」
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
独
自
の
内
容
を
考
え
、
市
民
の
視
点
か
ら
の
編
集
や
構
成

を
行
っ
て
お
り
見
習
う
点
は
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
い
か
に
多
く
の
市
民
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
か
を
常
に
考
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
紙

面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

議
会
広
報
編
集
委
員
会
視
察
研
修
報
告

（
平
成
24
年
10
月
30
日
・
31
日　

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
議
会
・
裾
野
市
議
会
）
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Ｑ2
． 

女
性
の
消
防
団
組
織
に

つ
い
て

　

去
る
11
月
25
日
、
延
方
小
学
校
で
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
な
ど
に
つ
い
て

は
全
市
民
の
協
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
防

災
消
防
組
織
な
ど
に
お
い
て
は
、
男
性
ば
か
り
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
女
性
の
参
加
も
必
要
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
女
性
消
防
団
な
ど
の
組
織
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

災
害
時
に
お
い
て
は
全
市
民
の
皆
様
の
協

力
に
よ
っ
て
自
主
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問答

一般質問一般質問 質問者　橋本きくい 議員

Ｑ１． 企業誘致メガソーラー事業について
　企業誘致も原発の災害等によって電力の関係

など、将来を考えたとき、各市町村でも自分た

ちのところで何とかやらなければならないという考え

が出てきた。自分たちも勉強し、行動して、行政に頼

るだけでなく、議員として勉強し、発言の内容を深め

ていかなければならないと思います。

県内でも大規模太陽光発電所施設の建設が始まったよ

うだが、潮来市で計画されているメガソーラー事業に

ついて伺う。無人で雇用が生まれるわけではないとい

うことだが、　詳しい内容を伺う。

企業誘致推進室長

　市で以前より企業誘致を進めていた、道の駅

いたこ周辺地区約17ヘクタールの土地での事業です。

平成２５年３月に工事着工し、約14メガワット、一般

家庭の約4,000世帯分の太陽光発電施設で、同年１２月

には運転開始となる予定です。

　発電事業者は（株）リサイクルワンを代表事業者と

して、ミツウロコグリーンエネルギー（株）、リアル

コム（株）の出資により設立された（株）水郷潮来

ソーラーです。この事業は、エネルギー自給率の向上

と年間約5,500トンのＣＯ２削減が見込まれ、環境に優

しい事業です。

　また、土地の賃借料収入、発電施設の固定資産税、

法人市民税が市の新たな自主財源として確保できま

す。さらに、建設、保守管理等での地元企業への発

注、環境教育などの見学施設としての活用、また太陽

光発電の一部を非常用電源として活用できる蓄電池を

道の駅いたこへ設置するなど、さまざまな波及効果が

あります。

　メガソーラー事業はほぼ無人化となり、雇用が見込

めない企業誘致ですが、これまで道の駅いたこ周辺地

区に対し、土地の買収、借地等の投資額が２０数年間

で約25億円にも上り、そのうち借地料が約１億5,000

万円です。賃貸借の契約期間がまだ残っており、今後

の4,000万円以上のさらなる支出を止めることが最優先

と判断しました。雇用はなくとも、年間600万円以上

の借地料や、維持管理費が無くなり、税収等の新たな

自主財源が確保できることは潮来市にとって重要なも

のと考えます。

質問

答
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一
般
質
問

質問者　村山　正光 議員

　

施
設
が
か
な
り
傷
ん
で
い
る
場
所
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
今
後

も
施
設
を
使
用
し
て
い
く
計
画
な
の
か
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

上
下
水
道
課
長

　

設
立
年
は
昭
和
56
年
で
、
建

物
自
体
の
耐
用
年
数
は
60
年
、
浄
水
場
内

の
配
水
管
等
に
つ
い
て
は
40
年
、
機
器
関

係
に
つ
い
て
は
約
15
年
で
す
。
現
在
費
用

対
効
果
を
熟
考
し
、
今
後
の
浄
水
場
の
使

用
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
将
来
人
口
と

水
需
要
の
関
係
等
に
つ
い
て
基
礎
資
料
の

作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に

は
計
画
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

市
営
駐
車
場
を
含
め
て
周
辺
の
駐
車
場
の
状
況
を
伺
う
。

鹿
嶋
東
京
間
全
体
の
客
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
利
便
性
が
良
い

た
め
潮
来
か
ら
乗
る
人
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
現
在
土
日
は
ほ
ぼ
満
車
状

態
で
、
遠
く
か
ら
来
た
人
が
止
め
る
場
所
が
な
く
て
は
大
変
困
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
市
で
は
今
後
、
駐
車
場
を
増
や
す
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

市
営
駐
車
場
の
駐
車
台
数
が

236
台
、
民
間
が
３
カ
所
で
305
台
駐
車
可
能

で
す
。
現
在
、
潮
来
経
由
で
は
１
日
107
往

復
の
便
数
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
、
鹿
嶋
地
区
か
ら
の
直
行
便
の
増

加
等
を
運
行
会
社
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

駐
車
場
周
辺
地
区
は
物
流
施
設
の
企
業
誘

致
の
候
補
地
で
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め

て
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q2
． 

田
の
森
浄
水
場
に
つ
い
て

Q3
． 

水
郷
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

駐
車
場
に
つ
い
て

答答 質
問

質
問

Ｑ１． クリーンセンターについて

Ｑ４． 結婚対策事業について

　現在、行方市、鉾田市、潮来市の３市で新しくクリーンセンターの建設を計画中で、完成するのには早

くとも８年から10年はかかると聞いております。

　潮来市クリーンセンターの１年間の経費、耐用年数を伺う。また、新施設が完成するまで、現在の施設をどの

ように維持していく計画か伺う。

環境課長

　施設の年間経費は平成23年度決算で、約６億６千万円です。主な内訳は、施設運転管理業務が約

２億２千万円、工事費が8千万円、廃棄物処理業務９千万円、収集運搬業務が６千５百万円等です。焼却施設の

耐用年数は15年から20年で、現在の施設は一般的な耐用年数を超えており、日常点検や定期点検において異常箇

所の早期発見、早期修繕を行い、施設の延命を図っています。

　６月議会の一般質問でも取り上げられました

が、私も結婚対策事業には特別に関心があります。

取り組み団体、情報提供、イベントの開催など、現在

の具体的な取り組み状況を伺う。

市民福祉課長

　市では６名の結婚相談員、茨城県出会いサ

ポートセンターのマリッジサポーターとして市内で13

名が登録して活動されています。

　結婚相談員を中心に出会いのイベント等を開催し、

これまでに参加者は1,000名以上、100組のカップルが

成立しています。また民生委員さんに依頼し、地域で

結婚を望んでいる方々等に「出会いサポート申込書」

の案内をいたしました。これまで男性36名、女性37名

の方が登録し、市内外の婚活等のイベントの情報を提

供しています。魅力あるイベントの開催に向け調整し

ているところです。

　大勢でのパーティーなどは実施しているよう

だが、１対１のお見合い等についてはどうか。

市民福祉課長。

　相談員さん等の協力を得て、パーティーに出

られない方などに、少人数のお見合い形式についても

今後考えていきたいと思っています。

質問

質問

質問

答

答

答
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質問者　笠間　丈夫 議員

Ｑ２． 震災がれきについて
　木材がれき、瓦類、大谷石、ブロック類の処

分の内容を伺う。

環境課長

　チップ化した木材は約3,000トン、売却が625

トン、市民への提供850トン、かすみの郷運動公園へ

660トン等です。再処理していない木材は最終処分場

で処理しています。瓦の処分は、再生目的での破砕が

約3,700トン、学校等へ2,430トン、市民提供分390ト

ン、残りは最終処分場へ委託処理しました。大谷石、

ブロック類は、１万5,900トンを市民へ提供し、残り約

3,000トンは建設課のストックヤードで再生使用されます。

　現在のがれき置き場では３月からメガソー

ラー施設の建設が始まる。代替地等、今後の方

針を伺う。

環境課長

　市内の状況を見て判断し、ストックヤードに

ついては、不法

投棄されない、

管理しやすい場

所の選定をして

いきます。

質問

質問

答

答

　

近
年
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

の
普
及
に
伴
い
、
新
聞
購
読
し

な
い
方
や
家
庭
が
増
え
、
知
人
の
訃
報

を
知
ら
な
い
例
が
多
く
あ
る
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
シ
ス
テ
ム
等
の

仕
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
技

術
的
な
知
識
が
な
く
て
も
文
章
や
画
像

な
ど
の
情
報
発
信
を
行
え
る
更
新
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
更
新
は
、

修
正
事
項
や
新
規
事
項
が
決
定
し
た
と

き
に
行
い
ま
す
。

　

お
悔
や
み
記
事
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
上
で
問
題

は
あ
る
の
か
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

過
去
に
は
市
内
の
逝
去
者
名

簿
を
新
盆
見
舞
い
用
に
提
供
し
て
い
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
個
人
情
報
、

公
職
選
挙
法
の
問
題
な
ど
が
危
惧
さ
れ

現
在
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

「
お
め
で
た
欄
」
を
設
置
し
、広

報
い
た
こ
に
掲
載
で
き
な
い
か
。

秘
書
政
策
課
長　

　

送
り
つ
け
商
法
な
ど
の
詐
欺

や
い
た
ず
ら
な
ど
の
悪
用
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
掲
載
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ１
． 

お
悔
や
み
記
事
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

掲
載
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問 答答答

　

広
域
化
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
う
。

環
境
課
長

　

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
は
、

市
単
独
で
は
財
政
的
に
負
担
が
か
か

り
、
国
も
広
域
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
鉾
田
市
、
行
方
市
、
潮
来
市

一
般
廃
棄
物
広
域
処
理
促
進
協
議
会
を

発
足
し
、
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

広
域
化
に
関
し
障
害
と
な
る

事
案
は
あ
る
か
伺
う
。

環
境
課
長

　

３
市
と
も
広
域
化
に
基
本
的

に
合
意
し
て
お
り
、
障
害
と
な
る
事
案

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

広
域
化
し
た
場
合
の
分
別
収

集
の
統
一
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
課
長

　

潮
来
市
が
一
番
細
か
く
分
別

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
策
定
す
る
基
本

計
画
等
で
調

整
し
３
市
連

携
の
も
と
積

極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き

ま
す
。

Ｑ３
． 

ご
み
処
理
施
設
の

今
後
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問 答答答

Ｑ４． 職員の健康管理について
　市職員が心身とも健康な状態でなければ、「市

民の健康づくり」は達成できない。職員の合理

化計画と、合理化目標値設定の内容を伺う。

人事財政課長

　第２次行財政改革大綱で平成23年度までに

職員を260人まで削減する計画を策定し、23年度の職

員数は250人です。平成30年までの定員管理計画では

職員数を230人まで削減する予定です。

　今後も震災復旧・復興がつづく。定員を増

やして職員の負担軽減を図る考えはあるのか。

人事財政課長

　震災以後、現行の職員数で対応しており、

各部署については適正な職員配置を念頭に置いてい

ますので、現在のところ心配ないと考えています。

質問 質問

答

答
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一
般
質
問

Ｑ２
． 

企
業
誘
致

に
つ
い
て

　

潮
来
イ
ン
タ
ー
周

辺
、
ア
イ
モ
ア
隣
の

駐
車
場
、
潮
来
工
業
団
地
、

東
京
事
務
所
の
活
動
、
そ
れ

ぞ
れ
の
誘
致
活
動
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

潮
来
イ
ン
タ
ー
周

辺
、
ア
イ
モ
ア
隣
の
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
で

の
誘
致
活
動
は
、
東
京
駐
在

の
企
業
立
地
推
進
員
が
企
業

訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

潮
来
工
業
団
地
の
工
業
用
地

は
す
べ
て
売
却
済
み
で
す
。

Ｑ１． 道路行政について

Ｑ３． メガソーラーについて

質問者　大平　幸一 議員

　東日本大震災の前に改良工事をしていた路線

は何箇所か伺う。

道路建設課長

　平成23年度の計画時点では13路線です。

　震災後、改良工事個所の変更継続計画書は作

成してあるのか伺う。

道路建設課長

　変更継続計画書については作成しておりません。

　日程等の変更について、関係者や要望者には

連絡してあるのか伺う。

道路建設課長

　災害復旧復興を最優先で進めており、工事の

一時中断をしています。現在の状況については改めて

区長さん等へ説明したいと考えております。

　市道1060号線、国道５１号から県道355号線

に抜ける路線及び市道1074線、県道355号から

横芝線に抜ける未舗装道路の改良工事の日程を伺う。

道路建設課長

　復旧復興事業の

進行状況を見ながら進め

てまいりますのでご理解

願います。

協定書締結までの経過について伺う。

企業誘致推進室長

　今年７月の再生可能エネルギーの固定価格買い

取り制度の開始に伴い、メガソーラー立地の相談が寄せ

られ、企業誘致の一つとして進めることを決定しまし

た。その後、書類審査及びプレゼンを実施し、事業主体

となる特定目的会社㈱水郷潮来ソーラーと10月29日に協

定書の締結を行いました。

誘致のメリット、市としてのかかわり方を伺う。

企業誘致推進室長

　市が最大の地権者であり、他の地権者も土地賃

貸借契約ができるように努め、必要に応じ関係機関等と

の連絡調整等の協力をしていきます。

市の歳入項目、総金額は幾らになるか伺う。

企業誘致推進室長

　通常はメガソーラーでの収入は賃借料と償却資

産の固定資産税のみですが、事業者が市内に設立され、

法人市民税が将来にわたり入ります。歳入金額について

は賃借料等の交渉中でもあり控えさせていただきます。

今後の稼働までの日程伺う。

企業誘致推進室長

　３月から工事着工、１２月から運転を開始する

予定です。

質問

質問

質問

質問

質問

質問

質問

質問

答

答

答

答

答

答

答

答

Ｑ４
． 

防
災
に

　
　

つ
い
て

　

11
月
に
実
施
し
た

防
災
訓
練
の
結
果
を

伺
う
。

総
務
課
長

　

当
日
は
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
点
検
も
兼
ね
た
試
験
無

線
を
合
図
に
ス
タ
ー
ト
し
、

各
地
区
の
避
難
訓
練
、
要
介

護
者
の
安
否
確
認
活
動
、
被

害
状
況
等
の
情
報
伝
達
訓
練

を
全
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
延
方
小
学

校
で
は
自
主
防
災
組
織
、
学

校
、
警
察
署
、
消
防
関
係
の

皆
さ
ん
が
連
携
し
た
各
種
の

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

潮
来
市
防
災
懇
談

会
の
内
容
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

防
災
訓
練
の
内
容

等
に
つ
い
て
区
長
会
、
民
生

委
員
協
議
会
と
意
見
交
換
を

行
い
、
今
後
の
訓
練
実
施
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
今

後
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　

希
薄
化
し
つ
つ
あ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
対

策
の
観
点
か
ら
も
、　

防
災
計

画
等
に
よ
り
自
主
防
災
組
織

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

質
問答

質
問

質
問

質
問 答答答



11 平成24年12月定例議会

　事業化に向け、現在どういう作業を進めているか。

事業開始までの具体的なスケジュールを伺う。

上下水道課長

　現在、震災の災害復旧、復興に全力で取り組んで

いる状況です。公共下水道事業を進めるには、都市計画決

定等の手続関係が必要になり、各関係機関との協議を引き

続き進めてまいります。

　毎回放射線量の測定数値が高い大生原小学校。児童、教職

員、保護者などの不安解消のため、健康への影響を調べる「疫

学調査」を１日も早く実施すべきではないか。

環境課長

　大生原小学校の放射線量については、潮来市内での他校と

の比較による数字が高く、国、県が示す健康に影響のある数値をは

るかに下回っており、安全に問題のあるレベルではありません。

　また、昨年12月からの訪問測定で148件の測定依頼があり、いず

れも問題のあるレベルではありませんでした。今年７月以降は測定

依頼はなく、不安は解消されつつあるように思います。現時点での

疫学調査については考えておりません。

　大生原小学校の校舎、校庭、校舎周辺の木々の放射線量を詳

しく調査し、必要があれば除染対策も必要と考えるが市の考え

を伺う。

環境課長　

　大生原小学校は、11月30日に校

舎、校庭周辺の放射線量を測定しました。

体育館、プールの前、遊具施設の前等10

カ所を測定し、いずれも問題のない数値で

した。

　さらに、国が示した除染対象の数値、年

間１ミリシーベルト、0.23マイクロシーベ

ルト毎時を下回っていますので、除染の対

象にはなりません。しかし、見えない放射

線は、正確な情報と監視が必要ですので、

引き続き監視を強化していきます。

質問者　今泉　利拓 議員

　

県
道
大
賀
延
方
線
の
水
原
根
本
地
区
の
歩
道
整

備
に
つ
い
て
完
了
予
定
は
い
つ
ご
ろ
か
。
潮
来
二

中
に
通
う
子
供
た
ち
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
お
り
早
期
完
成

を
願
う
が
、
現
況
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

茨
城
県
の
潮
来
土
木
事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
約
700
メ
ー
ト
ル
区
間
の
歩
道
整
備
は
平
成
17
年
度
か
ら

進
め
ら
れ
、
本
年
度
は
用
地
買
収
と
物
件
補
償
を
進
め
、
一

部
工
事
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成
26
年
度
の
完
成
を

目
指
し
整
備
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ３
． 

県
道
大
賀
延
方
線
の
歩
道

整
備
に
つ
い
て

Ｑ２． 放射線量の測定数値が高い小学
校の安全対策について

Ｑ１
． 

遺
跡
発
掘
調
査
に
伴
う

市
職
員
の
私
文
書
偽
造

及
び
行
使
容
疑
の
告
発

事
件
に
つ
い
て

　

こ
の
職
員
は
停
職
３
カ
月
の
懲
戒
処
分
を

受
け
、
そ
の
上
で
刑
事
告
発
さ
れ
た
。「
罪
を

憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
職
員
の

将
来
を
考
え
た
場
合
、
懲
戒
処
分
の
停
職
３
カ
月
で
と

ど
め
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。　
　

人
事
財
政
課
長

　

職
員
の
処
分
に
つ
い
て
は
組
織
と
し
て
判

断
を
下
し
ま
し
た
。
刑
事
訴
訟
法
で
の
義
務
と
し
て
、

告
発
の
手
続
き
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
業
者

か
ら
の
不
適
正
な
文
書
を
、
適
正
な
形
と
し
て
偽
造
し

提
出
し
た
。
こ
れ
は
非
常
に
重
大
な
事
件
で
あ
り
、
組

織
と
し
て
も
重
大
な
危
機
感
を
持
っ
て
対
応
し
ま
し

た
。

質
問

答

質問

答

その他の質問
　◎ 市内の砂利採取現場の現状について
　◎ 日の出地区の復旧工事の状況と国県市の財政負担割合について
　◎ かんぽの宿潮来と市の衛生センターの処理水をより安全
なものとするため「遊水地」を作り沈静化を

質
問

答

質問

答

質問

答

Ｑ４． 水原地区の公共下水道事
業について
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一
般
質
問　今回これらの施設を廃止したことにより、観光客の方々の滞在時間が短くなり、地域への波及効果も減

少してしまうのではないかと懸念される。今後これらにかわる地域産業の復興策について伺う。

観光商工課長

　これまでもふるさと館の活性化については、ボランティア

の皆さんと協働しての運営を試みましたが、費用対効果が挙げられな

かったところです。しかし前川あやめ園の充実を図ることにより、多

くのお客様においでいただいています。早咲きアヤメを開会式には咲

かせるよう努力を行い、前川あやめ園を一層充実させ、観光客の滞在

時間の延長を促し、水郷潮来全体に経済効果が生まれるよう、そして

再び訪れたくなる水郷潮来となるよう、観光協会、商工会など関係者

の皆さんと一緒に努力していきたいと考えています。

質問者　原　　浩道 議員

その他の質問　◎砂利採取事業の申請に伴う文化財保護に関する不祥事について

質問

答

Ｑ２
． 

復
興
予
算
の
事
業
執

行
率
に
つ
い
て

　

２
０
１
１
年
度
復
興
関
連
予
算
の
状
況
を

会
計
検
査
院
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
復
興
交
付

金
を
実
際
に
使
っ
た
割
合
を
示
す
事
業
執
行
率
が
、

潮
来
市
40.4
％
と
茨
城
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
市
に
お

い
て
は
、
県
内
で
ひ
た
ち
な
か
市
に
次
い
で
事
業
が

進
ん
で
い
な
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
40.4
％
の
要
因

を
伺
う
。道

路
建
設
課
長

　

新
聞
報
道
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く

は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
災
害
復
旧
事
業
に
つ

い
て
は
、
下
水
道
、
水
道
、
道
路
の
災
害
復
旧
工
事

を
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
既
に
下
水
道
の
復

旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
執
行
率
約
76
％
、
水
道
の
復

旧
工
事
も
、
執
行
率
約
59
％
と
な
っ
て
お
り
、
道
路

の
復
旧
工
事
も
、
一
部
の
道
路
を
除
き
発
注
し
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
下
水
道
、
水
道
、
道
路

と
効
率
的
に
事
業
を
行
い
、
１
日
も
早
い
災
害
復
旧

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

順
調
に
予
算
を
執
行
で
き
る
よ
う
、
復
旧

復
興
に
向
け
て
の
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

下
水
道
、
水
道
、
道
路
と
順
番
に
効
率
的

に
工
事
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
工
事
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
平
成
25
年
度
末
を
目
指
し
て
、
災
害
復
旧

の
ほ
う
は
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
復
興
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
末
の
完
了
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

質
問答質

問答

　誘致予定のメガソーラー事業においては、女

性はもとより市民の雇用確保は期待できない状

況です。今後どのようにして雇用促進を図られるのか

伺う。

企業誘致推進室長

　市では道の駅いたこ周辺地区だけ企業誘致を

進めてきたわけではありませんので、これまでも雇用

促進、雇用の確保に向けて、道の駅いたこインター周

辺、市営あやめ駐車場など、企業誘致活動を行ってお

り、引き続き継続していきます。

　企業誘致のために招聘した副市長並びに企業

誘致推進室は、一定の役割を終えたと思うが、

今後、鈴木副市長並びに企業誘致推進室についてどの

ような対応をとられるのか伺う。

企業誘致推進室長

　道の駅いたこ周辺地区は、重点的な企業誘致

の場所ではありますが、それ以外の地区でも企業誘致

は行っておりますので、地域産業の振興及び雇用の促

進に向け、引き続き企業誘致活動を進めてまいりたい

と思っております。

Ｑ３．企業誘致について

質問

答

質問

答

Ｑ１．浅間下あやめ園の廃止について
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Ｑ２
．
砂
利
採
取
事
業
で
の
職
員
訴
え
取
り

下
げ
を

　６月議会９件。３月､ ９月議会で補正予算

１億強･弱､ ５億４千万弱と２億３百万強の専

決処分。①専決処分されると議員で否決しても成立。

専決件数の多さと億円規模は珍しい。専決処分せず臨

時議会を開くべきでは。

人事財政課長

　専決処分については、地方自治法に基づき適

正に処理しています。

　議員へ液状化対策事前説明・連絡は毎回無

し。メガソーラーも契約や詳細を報道で初めて

知り未だ詳細説明無し。市政の人的配置の自質問にも

答弁無し。建設案件も急に出すので採決判断時間が少

ない。企業誘致や財産処分関連や報道発表等の市政重

要案件は議員へ事前説明すべきでは。

企業誘致推進室長

　議会報告については法令等に基づき行ってお

り、企業誘致業務所管の総務委員会に公表できる範囲

で説明しています。

人事財政課長

　勘違いされている部分もあると思います。職

員の人事等については、市長の専決事項であり、市長

の執行権に基づき答弁していますので、議員において

も、議会権限の中でご判断いただければと思います。

総務課長

　条例の定めにより議会審議、議決をいただい

て、学校建設や災害復旧工事等については、事業を進

めていますので、議会を軽視しているとの認識はござ

いません。

　委員会や議会質疑や質問等で一言の答弁繰り

返しや「前回や他議員に答えた通り」とだけで

なく、市と市民の為に聞いている議員へもっと答弁を

人事財政課長

　一般質問、議案質疑を初め、議会に付すべき

案件並びに主要事業についてはでき得る限りの説明を

していると認識しています。

Ｑ３．専決処分の多さと議会軽視

質問

質問

質問

答

答

答

答

答

質問者　沼里真一郎 議員

　

９
月
の
液
状
化
対
策
説
明

会
で
自
質
問
し
た
水
抜
き
の

工
法
の
初
説
明
、
11
月
説
明
会
で
地

下
水
位
低
下
工
法
実
証
実
験
説
明･

開

始
。
し
か
し
民
間
私
有
地
へ
液
化
対

工
事
は
補
助
金
無
し
自
己
負
担
。
更

に
道
路
区
画
内
住
人･
所
有
者
の2/3

の
同
意
が
必
要
。

民
地
も
液
化
対
工
事
で
き
る
様
に
国

県
へ
補
助
要
望
と
市
補
助
は
。(
９
月

議
会
の
自
質
問
へ
答
弁
は

｢

補
助
は

考
え
て
な
い｣

。11

月
説
明
会

｢

補
助

考
え
る
。
次
回
説
明
会
に
は
決
め
て

答
え
る｣

。
衆
院
選
中
に
急
遽
行
わ
れ

広
報
掲
載
も
連
絡
も
無
か
っ
た
12
月

説
明
会

｢

決
め
て
な
い｣

と
の
答
え
）

秘
書
政
策
課
長

　

市
か
ら
の
補
助
は
、
現
時

点
で
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
改
め

て
政
権
与
党
に
対
し
て
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

議
員
は
何
も
知
ら
ず
急
に

招
集
さ
れ
、
説
明
直
後
に
市

が
業
者
と
職
員
を
訴
え
記
者
会
見
し
翌

日
報
道
。
私
は
す
ぐ
市
役
所
を
訪
ね
業

者
の
偽
造
同
意
書
の
持
参
が
悪
質
な
の

で
、
既
に
懲
戒
処
分
済
み
の
職
員
へ
の

訴
え
取
り
下
げ
を
要
望
。
そ
の
答
え
は

地
権
者
が
市
を
訴
え
る
情
報
が
入
っ
た

か
ら
市
で
訴
え
た
と
の
事
。
職
員
へ
は

取
り
下
げ
て
地
権
者
の
動
向
を
見
守
れ

ば
い
い
の
で
は
。

人
事
財
政
課
長

　

沼
里
議
員
と
直
接
話
を
し

た
際
に
、
市
は
告
発
義
務
が
あ
る
こ
と

と
、
一
人
の
地
権
者
が
被
害
届
を
出
さ

れ
る
ら
し
い
と
説
明
し
ま
し
た
。
断
片

的
な
要
因
の
み
で
安
易
に
告
発
を
し
た

か
の
よ
う
な
質
問
は
心
外
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
様
式
が

合
わ
な
い
偽
造
文
書
を
正
式
な
様
式
に

改
ざ
ん
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
一
人
の
地
権

者
の
方
が
被
害
に
あ
い
、
訴
え
を
起
こ

す
事
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
含
め

て
、
告
発
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

Ｑ１
． 

民
間
地
の
液
状
化
対
策
に
補
助
を

質
問

質
問

答

答

その他の質問

　○民地液化対補助②一部損壊へ補助を③民家で沈下

修繕発生時に補助を④地下水位低下工法ポンプ維

管費削減に土嚢D-BOX工法併用は⑤再液状化と工事
事故防止へ日の出２池の撤去か縮小を

　○防犯灯街路灯のLED化と補助を
　○通学路の大枝落下危険除去を

　○名寄せ土地問題解決へ市の助けを
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一
般
質
問

　

東
日
本
大
震
災
に
伴

い
市
に
配
分
さ
れ
た
復

興
交
付
金
の
金
額
と
内
容
、
事

業
執
行
率
を
伺
う
。

人
事
財
政
課
長

　

平
成
23
年
度
の
主
な

も
の
で
、震
災
復
興
特
別
交
付
税

と

し

て
、
約

３

０

億

１
、

７
０
０
万
円
。
国
庫
支
出
金
で

土
木
施
設
、
公
立
学
校
施
設
災

害
復
旧
費
負
担
金
等
合
計
で
約

５
億
８
千
万
円
。
県
支
出
金
で

災
害
弔
慰
金
負
担
金
、
災
害
救

助

負

担

金

等

合

計

で

約

７
億
８
千
万
円
。
24
年
度
12
月

末
ま
で
で
、
震
災
復
興
特
別
交

付
税
で
、
２
０
億
３
千
万
。
国

庫
支
出
金
で
２
４
億
３
千
万
。

県
支
出
金
で
３
億
２
千
万
円
。

繰
入
金
で
合
計
３
億
８
千
万

円
。
執
行
率
は
、
46.7
％
で
す
。

上
下
水
道
課
長

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、
国
か

ら

の

交

付

決

定

額

で

９
億
９
、０
０
０
万
円
。
執
行
率

は
75.8
％
で
す
。
下
水
道
の
特
別

会
計
で
１
９
億
１
、
５
０
０
万

円
。
執
行
率
は
、
73.8
％
で
す
。

　

１
日
も
早
い
復
旧
、

復
興
の
た
め
、
潮
来
市

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

災
害
復
旧
事
業
は
、

最
優
先
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
下
水
道
、
水
道
、
道
路

等
、
効
率
的
に
事
業
を
行
い
、

１
日
も
早
い
復
旧
に
努
め
ま
す
。

　

市
の
復
旧
計
画
は
３

年
、
復
興
計
画
が
７

年
。
１
年
９
カ
月
を
経
た
今
、

事
業
推
進
上
の
課
題
と
対
応
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

市
で
は
、
国
の
液
状

化
対
策
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
い
ち
早
く
地
質
調
査
等
の

基
礎
調
査
を
行
い
、
液
状
化
対

策
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
対

策
工
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

ま
し
た
。
安
全
性
と
経
済
性
を

兼
ね
備
え
た
対
策
を
導
き
出
す

に
は
、
一
定
の
期
間
を
要
し
ま

す
。
今
後
も
、
国
県
の
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
と
行

政
、
民
間
の
方
々
を
含
め
て
、

今
心
を
一
つ
に
し
、
復
興
に
向

け
て
支
え
合
い
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ２
． 

復
興
交
付
金
の
執
行
に
つ
い
て

Ｑ１． 液状化対策の要望について

Ｑ３． 東京医大問題への対応について Ｑ４．福祉避難所について

日の出地区の液状化対策についての国への要望内容と現在までの進ちょく状況を伺う

秘書政策課長

　国への要望内容は、住民の安心安全な生活環境の早期実現のため、日の出地区幹線道路の整備について

復興交付金事業での採択。そして幹線道路の整備にあわせ、電線地中化のための電線共同溝の整備です。現在、

液状化対策工事の実施に向け、事業計画策定の詰めの状況です。

　東京医科大茨城医療センターが今回、保険医療

機関の指定取り消しとなった。センターによる

と、入院患者は約400人、毎月の外来患者は述べ約２万

6,000人。潮来市民の入院、通院患者の実態と相談受理体制

を伺う。また市内居住者への負担軽減策、救済策を伺う。

保険年金課長

　県の調べで、平成23年度の市民の患者数が、延

べ入院3,142人、通院5,410人、合計8,552人です。市及び茨

城医療センターにて相談

等受け付けています。患

者間で不利益が生じない

よう、他の市町村と足並

みをそろえて対応してい

ます。また早期に保険医

療機関としての再指定す

る旨の要望書を県に提出

しました。

　介護の必要な高齢者、障害者、妊産

婦、乳幼児、病者等、一般的な避難所で

は生活に支障を来す人たちなどの災害弱者の実態

と福祉避難所の設置への今後の取り組みを伺う。

総務課長

　災害弱者の実態として、要援護者の人

数は約1,400人です。災害時に入所する福祉避難

所の設置については、地域防災計画に沿った市の

災害時要援護者避難支援マニュアルの中で決定し

ていきたいと考えています。

質問

答

答

質
問

質
問

質
問 答

答

答

その他の質問

　○「いばキラＴＶ」について

　○市道構造基準について

質問者　 川　　俊 議員

質問質問

答
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　市政等について意見や要望がある場合、請願や陳情を議会に提出して市政に反映させる

ことができます。請願や陳情は、どなたでも（個人、団体）提出することができます。

【請願】 請願を提出する場合は、請願の内容に賛意を表す議員（紹介議

員）の署名が必要です。提出された請願は議会で審議し、採択

か不採択かを決めます。 

【陳情】 陳情には紹介議員は必要ありませんが、陳情の場合は原則とし

て議員配付のみとなり 議会での審議は行いません。提出され

た陳情は、原文のまま印刷し、議員全員へ配布します。

　　詳しくは議会事務局へお問い合わせください　TEL６３－１１１１（内線３０１）

請願・陳情について請願・陳情について

議員が寄附をすること、議員に寄附を求めることは法律で
禁止されています

　政治家が選挙区内の人に、お金

や物を贈ること、有権者が寄附を

求めることは法律で禁止されてい

ます。違反すると処罰されます。
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編
集
後
記

編
集
後
記

　

平
成
25
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
の
衆
院
選
を
経
て
新
政
権
が

発
足
し
ま
し
た
。
民
意
の
重
み
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
て
政
権
基
盤
を
安
定

さ
せ
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

に
よ
る
「
決
め
る
政
治
」
と
「
実
行
・

成
果
を
示
す
政
治
」
の
実
現
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
は
平
成
24

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
11

件
を
審
議
・
可
決
し
、
専
決
処
分
２
件

を
承
認
、
潮
来
市
教
育
委
員
任
命
の
人

事
案
件
な
ど
３
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

市
政
一
般
に
関
す
る
通
告
質
問
は
、
８

名
の
議
員
が
行
い
、
各
界
各
層
、
地
域

の
問
題
の
な
ど
を
取
り
上
げ
、
要
求
実

現
に
向
け
て
質
問
・
提
言
し
、
会
期
日

程
内
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、

さ
ら
に
は
「
元
気
な
潮
来
の
実
現
」
の

た
め
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
等
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。　
　

（
　
川　
　

俊
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　
　
　

田
崎　
　

清

　

副
委
員
長　
　
　

村
山　

正
光

　

委　
　

員　
　
　

橋
本
き
く
い

　
　
　
　
　
　
　
　

　
川　
　

俊

　
　
　
　
　
　
　
　

沼
里
真
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

博
子

　

今
回
の
傍
聴
は
昨
年
度
（
平
成
23
年
11
月
７
日
）
に
続
き
二
回
目

で
、
潮
来
市
区
長
会
と
し
て
出
席
で
あ
る
。

　

昨
年
度
は
臨
時
議
会
で
、
内
容
は
潮
来
市
議
会
議
員
の
定
数
に
関
し

て
で
、
今
年
度
（
12
月
19
日
）
は
定
例
会
一
般
質
問
で
、
内
容
と
し
て

は
震
災
関
係
、
企
業
誘
致
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
等
で
質
疑
応
答
が
あ
り
ま

し
た
。
例
え
ば
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
議
員
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
対

し
て
、
市
執
行
部
の
答
弁
と
し
て
、
事
業
者
の
投
資
金
額
30
〜
40
億
、

返
却
20
年
（
42
円
ｋ
ｗ
ｈ
）、
平
成
25
年
３
月
着
工
、
12
月
運
転
開
始
予

定
等
の
報
告
が
あ
り
、
詳
細
内
容
が
把
握
で
き
た
。

　

傍
聴
に
出
席
し
て
感
じ
た
こ
と
は
い
ず
れ
も
市
と
し
て
大
事
な
事
項

で
、「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
む
だ
け
で
は
な
か
な
か
理
解
が
難
し
い
と
思

わ
れ
ま
し
た
。

　

で
は
、
次
回
傍
聴
に
参
加
す
る
か
と
言
う
と
？
で
あ
る
。
こ
の
あ
た

り
が
日
本
人
的
政
治
姿
勢
か
と
反
省
。
ま
た
今
回
の
潮
来
市
区
長
会
視

察
研
修
の
鹿
児
島
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
話
で
、
や
れ
る
こ
と
か
ら
や
る

姿
勢
が
大
事
、
を
思
い
出
し
、
今
後
は
も
う
少
し
傍
聴
出
席
に
努
力

し
、
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
秘
か
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
質
問
す
る
議
員
さ
ん
も
範
囲
が
多
岐
に
わ
た
り
、
準
備
が
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
議
員
立
候
補
し
た
時
の
初
心
を
忘
れ
ず
に
潮
来

市
政
の
向
上
の
た
め
、
自
己
研
鑽
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
我
々
区
長
も

就
任
し
て
も
う
少
し
で
二
年
に
な
り
、
次
の
区
長
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す

る
予
定
で
す
。

　

区
長
の
役
目
六
項
目
を
頭
に
運
営
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
結
果

と
し
て
区
の
運
営
を
す
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
出
来
る

範
囲
で
引
き
継
ぎ
は
実
施
し
ま
す
が
、
議
会
傍
聴
を
含
め
機
会
を
多
く

持
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

議会傍聴へお越しください議会傍聴へお越しください 次回定例会は次回定例会は　　３月５日（火）　開会予定です３月５日（火）　開会予定です

４０９人のゴルファーが参加し、熱戦を繰り広げました。

優　勝　土子　邦男 さん（ 中・将監あすなろクラブ）

準優勝　粉名内みち さん（右・古高長寿会）

三　位　前野　時雄 さん（左・江寺江楽会）

議長杯グラウンドゴルフ大会議長杯グラウンドゴルフ大会（12月5日・かすみの郷運動公園）（12月5日・かすみの郷運動公園）

議
会
を
傍
聴
し
て

議
会
を
傍
聴
し
て

優 勝 土子 邦男さん（中 将監あすなろクラブ）

潮
来
市
区
長
会
会
長

潮
来
市
区
長
会
会
長　　

向
後　

義
和

向
後　

義
和


